戦争は２度とごめんだ、アウシュビッツは２度とごめんだ

ドイツの歴史認識と国民の決意　お話　梶村太一郎さん　
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　▼「トラウマ」

　きょう発売の「シュピーゲル」が「永久に続くトラウマ　戦争とドイツ人」を特集している。なぜこれがいま言われているか、というと、もう戦争は嫌だ、繰り返してはいけない、という考え方が徹底していて、メディアはいつでも「歴史」をやっているからだ。

　先週、第二公共放送ＺＤＦテレビが、３回に分けて計４時間30分にわたって「私たちの父親、私たちの母親」という番組を放映した。これはフィクションだが、1941年６月、ヒトラーが戦争を始めたときの５人の若者のことが描かれていた。うち２人の男の子はそれぞれ東部戦線に送られ、女の子は従軍看護婦になった、というもので、体験者の話を集めて作っていた。フィクションだが実にリアルだった。

　ところが、さらに驚くのは、これが24％の視聴率を集め、もう一つの公共放送ＡRＤも討論会をしたり、別のドキュメンタリーをしたりしていたことだ。24％の視聴率ということは760万人の人が見ていることになる。シュピーゲルの電子版にも、討論や番組についての批判など、読者の声が続いている。

　つまり、毎週何かがあるわけではないが、ドイツは常に、「歴史」をやっている。社会の「政治教育」という位置づけだが、ヨーロッパの共通教科書を作ろう、という発想も基本は変わっていない。10年前の「世界」の特集に書いたのはそういうことだ。

　私は昨年４月、イラク戦争について「図書新聞」のインタビューに応じ、「イラク、イラン、シリアなど、あの地域は21世紀のバルカンになる。パクス・アメリカーナの終焉だ」と言った（図書新聞2003年4月26日）のだが、最近、「南ドイツ新聞」で、緑の党出身のヨシュカ・フィッシャー外相は、「イラクは２１世紀のバルカンになるかもしれない」と、私と全く同じことを言った。こういう感覚を持っている人が外相になる、それがドイツだ。

  ▼戦後補償をどう考えるか

　補償問題に関連した面で見ると、強制労働問題がある。1998年に中国人の強制労働補償問題のシンポジウムで、「社民党と緑の党の連立が成立すると、強制労働への補償も実[image: image3.jpg]


現する可能性が強い」と言ったのだが、その後、言ったとおりになった。「なぜか」と聞かれて、「そういう考え方の人が首相になるから」と言ったが、事実、ゲアハルト･シュレーダー首相が実現した。いま、ポーランドなど東欧諸国には「未来基金」を作って補償を始め、生存者だけだが、2000年から160数万人を対象にわずかだが補償金を支払い、2007年支払いが終了した。

　そこでも見られることだが、補償問題では、財団が学者に専門的な検証を求めて徹底的に調べている。今月初め、この戦争被害の問題で、５巻本の厚い本が出た。とても読み切れないが、このように、ドイツのやることは徹底している。だから、70年以上前の戦争の歴史を延々と調べ、検討する作業を、今もこれからも延々とする。

　なぜそんななのか、いろんな議論ができるだろう。日独伊三国同盟は、侵略国としてできた同盟だが、実は侵略戦争は日本が先行したものだ。日本が満州事件を起こして「15年戦争」を始めたのが、1931年（昭和６年）だったが、ヒトラーがヒンデンブルグ大統領に指名されて、保守の中央党と連立する形で合法的に内閣を組織したのは、1933年１月30日だった。

　

　▼基礎にある学校の歴史教育

　ドイツは特殊な戦争犯罪、つまり「人間抹殺工場」を作ったことで知られているし、今でもドイツではそれがトラウマになっているが、私の考えでは、あれは奴隷制度の復活だったのではないかと思う。ヨーロッパに100万人いたユダヤ人のうち、600万人が殺された。アウシュビッツだけで110万人あまり。ユダヤ人とロマ人を「劣等民族」として扱って、最初のうちはゲットーに閉じ込めて労働力として使い、使えないものはガス室に送った。老人と子どもは収容所に着くと直行だった。

　そこで人間は資料（資源）になった。髪の毛から毛布や潜水艦のジュート麻代わりのロープを作った。人間の脂肪から石鹸を作ったのも知られている。人間を人間とみない狂ったイデオロギーが集中的に表現された。これは一切弁護できない、繰り返されたらとんでもないことだ。原爆の投下も同じだが、人間というものの怖さを感じるものだ。

　ドイツ人はノーベル賞学者を何人も出すように、合理的で優れた人たちだが、みんなで動くと、人間はみんなそんなことをやりかねない、と思う。だからユダヤ人抹殺の記念碑を作って記憶しようとしているのだ。アウシュヴィッツを生き延びたエリ･ヴィーゼルの言葉「一度起きたことはまた起きる可能性がある、だから忘れてはいけない」が、社会教育と学校教育の基礎になっている。

　このドイツ人の「反省」は、キリスト教文化から来ている、とよく言われるが、むしろドイツの地政学的位置から来るものではないか、とも思う。この位置にいて、分断国家として生き延びていくためには近隣諸国との関係を作っていかなければならなかった。

　マーシャルプランの当時は、過去の戦争は忘れてしまいたい、という感じが圧倒的だった。非ナチ化を図り、ごまかしてくる中で、「68年世代」が生まれてきた。

　ドイツがアウシュビッツを意識するようになったのは、戦後まもなくの「夜と霧」などはあったが、一般には1978年ではなかったかと思う。つまり、この年、米国ＮＣＢテレビで放映された長編テレビドラマ「ホロコースト　戦争と家族」が話題となり、流行語となった。これは無視できない、ということを意識し、歴史に向き合うようになった。しかし、ここでも東ドイツではこの問題を全部「ナチ」に押しつけた。だから、強制収容所に入れられた人は英雄だという位置づけだった。ここは、日本が全部「軍部」に押しつけた捉え方と同じようで、精神状態は似ているように思う。

　▼「真空世代」が起こした犯罪

　2011年だったが、トルコ人とか警官とかを殺した事件の背景が発覚した。警察はトルコ人社会の中の事件だとみていたが、銀行強盗に失敗した30歳前後のドイツ人３人の青年の仕業だとわかった。車の中で自殺したのだが、そのピストルがトルコ人殺しに使われたものだとわかったからだ。逃げていた女の子が居て、彼女がアジトの家に放火して逃げたが捕まり、それでわかったが、理由はなく、殺すことだけが目的で、人種差別でやっていた。

　「排外主義の若者たち」ということだが、この理由のない排外主義、というのが怖い。目の前で価値観が崩壊した後、教育がされていなかった東ドイツで真空状態の中で自我形成してきた世代だった。トルコ人の仲間内の犯罪ではないか、と見ていて間違った差別について、大統領が被害者家族を招いて謝罪した。

　こうした人種差別は、まだ根強く残っている。よく知られているのは、ネオナチだが、ザクセン州、ブランデンブルグ州では、地方議会にも進出している。ザクセン州では得票が５％を超え、ドレスデンの議会に議員がいる。

  ドイツでも、日本の石原慎太郎のような古典的なナショナリストの運動は、戦後延々と続いてきている。これに対して「歴史を思い起こそう」という運動も強くなっている。

　たとえば、ブランデンブルグ門の近くにユダヤ人の追悼記念碑が完成したのは2005年。５月８日の敗戦記念日に合わせて公開された。しかしこれに対し、ネオナチは全国動員で反対デモをやった。ところが政府はブランデンブルグ門の広場に舞台を持ってきて、国会中継をみんなに見せ、社民党のティルゼ議長がアジ演説をした。「ネオナチのデモは許せない。われわれもデモをしよう」という呼びかけだった。橋の上で双方が交錯し、機動隊が中に入って衝突を防いだ。アレキサンダー広場と市役所の前に、2000人から3000人のネオナチが集まると、すぐ反対運動が起きて、警備の警察が封じ込めるというパターンが繰り返されている。

　この日、極右政党の国家民主党（NPD）のウド・ヴォイト党首を日本のＴＢＳがインタビューしたが、「国辱的な政策をするな」という主張で、「自虐史観反対」をいう日本の政治家、小泉純一郎を褒めまくっていた。「われわれは日本の政治家を見習うべきだ」といっていた。

　

　▼ネオナチとファナチズム

  ネオナチはなくならないと思う。むしろこのネオナチがあるからこそ、ドイツ社会の警戒感が強まっているといえるだろう。憲法で禁止してしまおう、という説はあるが、暴力には走らない形なら、ネオナチもあるのが健全なのかもしれない。東ドイツにもこれはあり、シンパシーを感じている人もいる。アーリア人優先主義は変わらず、ファナチズム（狂信主義）だ。

　２年前、ノルウェーでテロがあった。「ノルウェーのリベラルな人たちがノルウェーの血を汚している、民族への裏切りだ」というもので、首相暗殺を果たせず、社民党組織のキャンプを襲った。狂信としか言えないものだった。

　こうした狂信に基づくテロを国家犯罪としてやったのがドイツだった。極右政党はどこにも居て、出てくる。ドイツに禁止しようという動きが出ているのは、それだけ危機感が強いからだ。

　ドイツではイラク戦争の当時、海外派兵が議論になった。欧米では「ドイツ人の怖がり」（ジャーマン・アングスト＝German Angst）といわれるが、アメリカやイギリスは、アフガニスタンやイラクへの派遣をすぐ決めた、フランスの社民党政権はマリ攻撃を一晩で決めた。歴史認識が全く違うのだ。最初に言った「トラウマ」だが、ドイツにはそれがある。トラウマを自覚しない日本はそれだけ悪いのではないかと思う。そのうち、排外主義だけで人を殺す人間が出てくる。日本社会は、冷たい社会になったと思う。サリン事件はその現れではないだろうか。あれもファナティズムだ。

  ▼井の中の蛙・日本

　私が本格的に書き始めたのは、1995年ごろの「ガス室の否定」への反論からだ。雑誌「マルコポーロ」など日本のマスメディアがあまりにひどかったから、書き出した。私は大学入学が65年、学園紛争を経て70年に卒業したから、まさにドイツでいう「68年世代」。考え方も共通している。

　当時は自由でリベラルな社会だった。それがだんだんずれてきている。社会学者エズラ・ ヴォーゲルの「ジャパン・アズ・ナンバーワン」（Japan as Number One）が出た1979年、そのときからバブルを経て、冷戦崩壊、「失われた20年」になった。あっという間に起きたダイナミックな変化だった。ドイツに居ると、それがよくわかるが、日本はその変化が見えていないのではないか。まさに「井の中の蛙」だ。「経済力、カネさえあれば、」という姿勢が先進国から批判されている。それにこたえる方向を向いていないのが最大の問題だ。国際社会で生き残っていくために、歴史にきちんと向き合わなくてはいけない。

　1972年、西ドイツのウィリー･ブラント首相は、ポーランドのユダヤ人慰霊碑の前に跪いて謝罪し、東方外交を始めた。「統合していかないとＥＵは生きていけない」という認識は共通のものになっている。もともと、それが基調になり戦争の原因をなくそうと石炭鉄鋼共同体から、半世紀かかっていまのＥＵになっている。それで、独仏の共通歴史教科書ができている。日本でも明石書店から、翻訳が出されている。ポーランドについても、コール首相の「ドイツとポーランドの戦後の関係1945－95」を基礎に議論が始まっている。本当の欧州全体の共通教科書ができあがるのは100年くらい先だろう。

　ドイツの戦後の歴史認識には「戦争は２度とごめんだ。アウシュビッツは２度とごめんだ」（Nie wieder Krieg, nie wieder Auschwitz）というのがある。1999年のコソボ紛争のときは本当に困った。

　このときの政権は、同盟90・緑の党と、社会民主党との「赤緑連立」のゲアハルト･シュレーダー政権で、68年世代のヨシュカ・フィッシャーが外相だったが、欧州連合理事会の議長でもあったフィッシャーは、ＮＡＴＯ軍によるコソボ爆撃を支持した。

　フィッシャー外相は、直接ミロシェビッチに会って説得したりしていたが、結局、ドイツも空軍がイタリアの基地から参加した。この紛争はドイツにとって戦後初の参戦で、フィッシャーはセルビア当局の行いをナチスの「民族浄化」になぞらえて介入したが、党大会の演説中に絵の具を入れた風船を投げつけられている。ミロシェビッチは失脚したが、侵略戦争への荷担は刑事罰が科せられるとして憲法裁判所に告発が相次いだ。メディアも党派を超えて大論争をした。ワイツゼッカー元大統領と当時のヘルツォーク大統領は意見が違った。

  ドイツは第１次大戦で植民地を失ったから救われているが、フランスがマリを支援したことなど、フランスにはマリからの移民も多いし、旧宗主国という立場もあり、なかなか考えづらい。

　▼被害も負担の均衡を図る

　ドイツの脱原発については、私のブログ（http://tkajimura.blogspot.jp/）にも書いたが、脱原発に積極的に動いている人たちには、引き揚げ者の家族が多いようだ。

　つまり、ドイツからは長い間、東欧に多くの移民が出て行った歴史がある。ロシアの女帝エカテリーナ２世は北ドイツの人だったし、ヒトラーに追い出された人もいる。第２次大戦後、東欧からドイツに帰国した人は、1200万人くらいで、当時の人口の15～20％を占めた。着の身着のままで何も持たずに帰国してきた。そういう人たちは、また放射能に汚染されて外に行くのはごめんだ、と思っている。

　ただ、日本の引き揚げ者は470万人だが、戦争被害について何の補償もないのと違って、ドイツには「負担均衡法」という法律があって、わずかながら、みんなに補償が出ている。日本は旧憲法時代の「国家無答責」という考え方で、国の戦争によって被害を受けた国民に補償するということはしない、ということで来ているが、ドイツでは、被害の少ない人が被害が多かった人への補償を負担する、という考え方できている。

　ドイツではイデオロギーとは関係なく、住民運動が始まる。緑の党はそういう力の表れだ。

　メディアも変わってきた。中央集権的ではない。ＮＨＫと同じような公共放送が２つあるが、公共放送の受信料は税金同様に集金し、チャンネルも多数持っている。最近ＣＡＴＶが広がってきている。
　アウシュビッツでは事実の重さに圧倒された。ドイツはこの負の遺産をどう乗り越えたのか、ベルリンに着いた翌日の午後、ホテルの会議室で、ベルリン在住40年のフリージャーナリスト、梶村太一郎さんにお話を伺った。（まとめ：丸山重威）
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　こぼれ話


巨大トンカツの行方





　ドイツのレストランでの料理のボリュームは全く「憲法ひろば」向きではなかった。二日目の昼食のお皿に、ぞうりのようなポークのシュニッツエル（トンカツ）が二枚のっていたのには、ため息が出た。食べ物を捨
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ツにもあるのかな？ここは旧東ベルリンだし、そんなサービスしてくれるかしら？だめもとできいてみると、なんと、しっかりしたアルミパックに一人分ずつちゃんと入れてくれました。食事つきのパック旅行なのであいにく食べる機会がなく、部屋の冷蔵庫に入れっぱなしにしてきてしまったけれど、個人旅行なら一食分は十分浮くのでおためし下さい。申し添えておくと、ドイツ人がいつもこんなにたくさん食べているわけではありません。
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